
１学期の成果と課題
目指す児童・生

徒の姿
主な活動 8,9月 10月 11月 12月 到達目標 評価基準

成果と
課題提
言ノーメディアデーの実施

（毎月第2・4水曜日）→
第2週についてレポート
実施

9月ノーメディアデー
実施率集計とレポート作成

10月ノーメディア
デー
実施率集計とレ
ポート作成

11月ノーメディア
デー
実施率集計とレ
ポート作成

12月ノーメディアデー
実施率集計とレポート作成

メディアの付き合い方を
考え、規則正しい生活を
送ることができる。

NOMEDIADAY実施率80%
以上

生徒の現状を情報発信
し、基本的生活習慣を身
につけるように啓発す
る。

歯磨き強化週間の呼びかけ
　～教職員の意識付け

姿勢強化週間の
呼びかけ
～教職員の意識
付け

歯磨き強化週間の呼びか
け

　～教職員の意識付け

姿勢強化週間の呼びかけ
～教職員の意識付け

学校保健委員会
情報・保健委員会との連

携

望ましい生活習慣を身に
つけ、精神的自立の基礎
と学習に迎える身体を作
る。

平日のテレビ・ビデオ・
ゲームを2時間以内の生
徒60%以上

ウォーミングアップタイム
の実施（月・水・金曜日
は音読と計算、火・木曜
日は朝読書）

第1回いわみ計算検定
ウォーミングアッ
プ参観期間

第２回いわみ漢
字検定

ウォーミングアップタイム
80回以上

自主学習ノートをもとし
た家庭学習の実施

第1回実力テスト 1学期中間テスト 2学期期末テスト

自主学習ノート提出率80%
以上
いわみ計算検定ファースト
チャレンジ合格率80%以上

18年間を見通したカリ
キュラムの実施

町研研究部会①
授業仮説を記入した指導案
による授業

出前授業の実施
　５教科・実技教科でそれ
ぞれ一回の実施
　各小学校の要望を聞き
実施する。

岩美高校学校公
開週間
シラバスを参考
にしながらの授
業参観

発達段階と小中高の系統
性を考えた研究授業を
行った教師80%

岩美高校生徒会執行部と
の交流

運動会に向けて 縦割り合唱練習 QU検査
「学校生活満足群」55%
「学校生活不満足群」15%

接続プログラム
（第4次案）
改訂作業

接続プログラム（第4次案）配
布

縦割り活動を通して感謝
の気持ちを持てた生徒80%

岩美中学校大運動会での
地域貢献

校内文化祭での
地域貢献

各地区運動会

各地区の秋祭り

３年生「岩美高校体験入学」
１年生「ふるさと
先生と共に」
２年生「岩美高校

地域の行事や活動に積極
的に参加している生徒70%
以上

・ウォーミングアップタイム実施42回、朝の全校読書実施32
回であった。本年度から毎週前者３回・後者２回の形で実施
してきたが、生徒達はスムーズに対応し流れにのってくれた
と感じる。読書数が減ったという課題もクリアしつつある。→
２学期もこの形で実施していこうと思う。春のオリエンテー
ションで生徒達に伝えた「朝読のときは机の上には何も置か
ない」「姿勢よく取り組む」など、各クラスで再確認をしていた
だく。また、姿勢を意識させること・生徒たちがどのような本
を読んでいるのか把握することもお願いしたい。
・第一回いわみ漢字検定のファーストチャレンジ合格率は、
１年生37％、２年生74％、３年生84％であった。サードチャレ
ンジの段階で、１年生95.1％、２年生88.6％、３年生95.0％で
あった。→セカンド・サードチャレンジに向かう生徒はほとん
どが勉強せずにテストに臨んでいた。努力していても成果が
上がらない生徒も含めて、手厚い個別指導をしていく必要が
ある。何が原因なのか?個々にあった勉強法を見つけられる
ように指導していきたい。成功体験を味あわせていく必要が
ある。

※特別活動部の「一学期の成果と課題」に準ずる。

・春または一学期末の町区別生徒会の開催や臨時町区別
生徒会の集りを行うことで、生徒達に地域行事への参加を
喚起することができた。
・教職員が、各町区担当の地域行事に参加していない。現
地に出かけていき地域での生徒の姿を知ることと共に、地
域の人々との交流を行っていく必要がある。

※センター委員会の「一学期の成果と課題」に準ずる。
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地域の「ひと・も
の・こと」に親し
み、岩美町を好
きになる。

自
立
す
る
子

生
活
習
慣
の
確
立

「確かな学力」の
基盤となる望ま
しい基本的生活
習慣を身につけ
ている。
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目標を持って学
び（遊び）、校種
間ギャップを克
服する。

岩美町民の一員として
地域貢献をする。

生徒が地域の行事やボラ
ンティア活動へ積極的に
参加できる。

スクラム教育の
目標

スクラム教育のテーマ

スクラム教育
重点努力目標

保育士・教職員スローガン

学校教育目標

・NOTVDAYの実施率は、全校で
　４月１回目91.9％・２回目79.1％、
　5月１回目89.9％・２回目91.9％、
　６月１回目95.6％・２回目73.7％、
　７月１回目90.9％・２回目80.2％
となった。平均をとれば75％以上をこえている。学年が上が
れば実施率が高いという傾向がある。また、毎月２回目の第
４週の実施率が低い。→レポート無しの実施にはまだ定着
を感じることはできない。ポスター・チラシ・文書等で喚起し
てみようと思う。

自分から意欲的に家庭学
習に取組むことができる。

系統性が考慮された授業
展開によって校種間
ギャップが軽減する。
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自尊感情を高め
るとともに他者
理解を深め、コ
ミュニケーション
力を身につけ
る。

校種間連携により、児
童・生徒の心理的安定
の軽減を行う。

自尊感情を高め、コミュニ
ケーション能力を

一人ひとりが、スクラム教育に「参画｣、「協働」し、よりよい教育環境を共に築きあげよう。

生活のリズム（望ましい生活習慣・食事のあり方・メディアとのつきあい方）、生活習慣（身だしなみ、清潔感、整理整頓）を定着させ、自主・自立の精神を養い、共生の精神を尊重する人間
関係作りを構築し、学力向上を目指す。

平成26年度　岩美中学校　スクラム教育　２学期マネジメント
小１プロブレムや中１ギャップなど異校種間で子どもの「育ちや学び」がとぎれないよう、縦(校種間)や横(家庭・地域)の連携を大切にし、めざす子ども像の実現に向けた教育を推進する。

スクラムアプローチによる知の場作り　～発達をふまえた「よむ　かく　けいさん」の重複で高める学力向上～

(1)脳科学に基づいた発達段階を考慮に入れた保育・教育活動を創造する。
(2)校種間を越えてた重複的連続性と校種間連携による学習（遊び）を創造する。
(3)スクラム教育の取組について、保護者や地域に向けて情報発信を行う。
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自主学習ノート展の実施 


